
立命館アジア太平洋大学
ムスリム研究センター（RCMA）

「ホテルグランヴィア京都
ハラル対応の取り組み」
ホテルグランヴィア京都 営業推進室

担当室長 池内 志帆 氏
西日本ホテル初のローカルハラル認証を取得したホテルグランヴィア京都。ムスリム旅
行者が安心して宿泊できる「おもてなし」サービスで、富裕層を中心にムスリム顧客数
を増やしています。京都流ホテルサービスをご紹介します。

RCMA特別講座

「ムスリム研究センター研究プロジェクト中間報告」

日時： 2016年 6月 8日（水）
13：00 – 16：30 （終了予定）

特別講座(ホテルグランヴィア京都) 13:00-14:30
中間発表会(研究プロジェクト) 14:45-16:３0

会場：大分県別府市十文字原1-1
立命館アジア太平洋大学
H101（H棟1F）

参加費無料、予約不要。日本語での講演です。

ムスリム研究センターでは以下の５つのテーマについて研究助成を行っています。
☆日本語指導が必要な児童生徒に対する支援のあり方に関する研究
☆インドネシア・イスラム銀行におけるムシャラカ金融リスクマネジメントの実態分析
☆貧困削減のためのツールとしてのイスラｰム・マイクロファイナンス：バングラデシュ、インドネシアの事例
☆ムスリム社会と連携した循環型社会創出の為の社会起業の可能性調査
☆APUないしはAPUを包含する別府における多文化共生の現状把握とその模索についてのプロジェクト
これらのテーマで研究を実施しているグループの内、いくつかのグループが中間報告を行います。

ホテルグランヴィア京都 営業推進室
担当室長 池内 志帆 氏

ホテルグランヴィア京都 お祈り部屋（宴会場小部屋） 浮橋ハラル会席

RCMA特別講座＆中間報告発表会

お問い合わせ先：立命館アジア太平洋大学 ムスリム研究センター（RCMA TEL：0977-78-1134 rcma@apu.ac.jp

後援


